
 

 

自転車の空気入れを「真空ポンプ」

にできないかと思い，改造に挑戦し

てみました。 

その結果，低温沸騰などのちょっと

した実験に使えるものができました

のでご紹介します。 

 

■ 自転車の空気入れは安物で十分                  

吸気用のホースをもう１本つける

ため，本体のシリンダーに穴をあけ

る必要があります。 

金属製だと工作に苦労しますから

安物のプラスチック製の空気入れを

用意しました。（PanaRacer BFP-1 と

いう製品で 980 円） 

  

■ 弁は浮き輪用のポンプのもの                                    

シリンダーにドリルで穴をあけ，

自転車タイヤチューブについている

バルブを取りつけます。 

「吸気」のときだけ空気が入り，

排気のときはもともとついているホースから空気が出る

ように，新たにつけるホースには「弁」が必要です。 

左図のような，蛇腹式の浮き輪用空気入れには弁が２

つついていますから，このうちのひとつを取り外して利

用することにします。 

 次ページの図のようにバルブとガスホースの間に弁

を入れてやります。ガスホースは無理矢理押し込んでや

るとぴったり入りますが，弁と自転車バルブの結合部分

には少々隙間ができますから「自己融着テープ」をぐる

ぐる巻いて空気が漏れないようしっかりと固定してやり

ましょう。 
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■ ピストンの先端を加工して空気漏れをふせぐ                       

自転車用空気入れのピストンの先端には右図のような 

パーツがついていて，ピストンを上へ引っ張り上げるときには

これが変形してシリンダーとの間に隙間ができて吸気し，ピス

トンを押し下げるときにはこれが押し広げられるように変形し

てシリンダーとぴったり密着してホースから排気されるように

なっています。 

 新たに取りつけたホースから吸気するためには，この部分も何とかしなければなりません。 

身近にあるものを試してみた結果，このパーツの代わりにコダックのフィルムケース（あの黒い

やつです）をピストンの先端にかぶせてや

ると，シリンダーの内壁にぴったり密着す

ることが分かりました。（ガラクタもいろい

ろ集めておくことが大切ですね） 

 

■ ポットのお湯を低温沸騰させる       

さてこれで完成です。手近にあったガラ

ス瓶にエアコンプレッサー用のパーツを使

ってホースをつなぎ，ポットのお湯を入れ

て排気してみました。 

ピストンを２～３度上げ下げしてやると

左の写真のようにボコボコ沸騰しはじめま

した。まずまずの能力があるようなので，

いろいろと使い方を考えてみたいと思いま

す。 
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